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・こだいらパークコネクトグループ（設計・施工・管理運営の専門企業で構成
される民間企業の共同事業体）が、公民連携の仕組みにより小平市との協定
に基づいて、小平市と連携しながら、南西部地域の多様な施設の管理運営を
行うとともに、鷹の台公園と中央公園グラウンドの整備から運営までを一貫
して行います。

■小平市南西部地域の範囲（赤枠内）■公民連携事業の概要
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①小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館の管理運営

②鷹の台公園の整備 ③中央公園グラウンドの改修整備
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コネクト⇒つなぎ合わせるコネクト⇒結び付くコネクト⇒連携する

公園と公園、公園とまちを
つなぎ合わせて、面的にエ
リア価値の向上を目指しま
す。

人と人との連携の力によって
地域のポテンシャルを引き出
して、地域課題への取組みを
推進します。

人と公園（施設）の結び付きを
強め、地域への愛着が醸成され
る「居場所」を創出します。

☞鷹の台公園は、商店街と一体となり、南
西部地域の新たな賑わい拠点を形成しま
す。

☞ボール遊びができる公園が限られている
ことから、中央公園グラウンドは改修整
備後、個人利用のための開放日を設け、
競技スポーツだけでなく、多様な遊びも
できるよう運営します。

☞ふれあい下水道館は、玉川上水の緑地な
ど地域の自然環境に関する学習・体験も
できるようにします。

☞鷹の台公園等での地域活動やその成果を
小平発のブランドとして、広く発信しま
す。

☞ふれあい下水道館は、実際に使っている
下水道管の中を見学できるめずらしい施
設です。市内外に魅力を発信します。

☞鷹の台公園に、交流を生む飲食スペース
や展示スペース、短期貸出用コンテナ店
舗を設けます。

☞鷹の台公園は、広大な原っぱ広場や魅力
的な遊具がある遊び場を整備し、また武
蔵野の雑木林の景観を創出します。

☞市民総合体育館は、トレーニング室・ス
タジオを改装してリニューアルし、利用
しやすくなりました。

☞小規模公園を含む各公園を、快適で安全
に利用できる環境を欠かさず維持するた
めに、日常巡回を行い、清掃や施設不具
合への処置に力を入れています。

☞市民総合体育館では、スポーツに親しむ
機会をつくるため、バラエティ豊富なス
ポーツ教室事業を実施しています。

☞地域の方のやってみたいことを、聞き
取ったり意見を出し合ったりする場を
設けるとともに、その実現を後押しし
ます。

☞本事業に専属の市民協働担当者を、拠
点公園に配置しています。

☞小規模公園の活用や農地の景観保全、
雑木林の管理など、公園管理に付随す
る地域課題を発信し、連携・協働によ
り解決を目指しています。

☞鷹の台公園は、コミュニティガーデン
運営やプレーパークなど、多くの方が
関わることができる運営を行います。

☞市民総合体育館や中央公園グラウンド
では、地元のプロスポーツクラブやト
ップアスリートとの連携によるスポー
ツ教室を計画しています。



こだいらパークコネクトグループ

・鷹の台公園整備基本計画（令和6年3月）において、「鷹の台公園を核に 地域のつながりを活かし、まち
の価値を高める」ことを整備の目標としています。

・この目標を前提として、「つながり」の多様性をあらゆる視点で整理し、多様なつながりから生み出され
る賑わい、まちの価値の向上に着目しています。

・公園整備の考え方として、鷹の台公園と市内公園を繋ぎ合わせ、鷹の台公園と市民とを結び付け、鷹の台
公園と商店街や地域活動と連携します。さらに、多様な活動の受け皿として機能できるように、作り込み
過ぎない空間とします。

①にぎわいや滞留を生み出す空間づくり
②誰もが遊べる障壁のない遊び場づくり
③豊かで美しい自然のある環境づくり
④災害時等にも機能する安全・安心の基盤づくり
⑤地域とともに育てる公園づくり
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鳥瞰イメージ図
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林の休憩広場

コミュニティガーデン

コネクトセンター

パークセンターA棟

パークセンターB棟

緑の回廊

癒しの広場

おはよう広場

賑わい広場

芝生（草地）広場

①

②

③

④
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緑の回廊① 賑わい広場

芝生（草地）広場 ②

③

賑わい回廊 ④
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・コミュニティガーデンは、園芸や野菜作りを体験できる場として運
営します。立体菜園（レイズドベッド）を設け、誰でも利用できる
インクルーシブな場として整備・運営します。

・短期貸出し用のコンテナは、コネクトセンターのサブ拠点として、
社会実験的な活動やチャレンジショップ、事業スタートアップ支援
の装置として活用できるようにします。
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・パークセンターは、機能毎に、A棟、B棟の２か所に分けて整備します。
・パークセンターA棟は、コネクトセンターとともにまちづくり活動の拠点として多目的に使っていただける
施設にします。施設は商店街・地域の方々・学生さんなどさまざまな方との連携をはかるものとします。

・パークセンターB棟は、バックヤードとともに水車通り沿いの公園奥に整備し、管理者が使う施設となりま
す。

・バール空間（キッチン・飲食）を中心に位置し、客席に大きく張り出したオープン型とします。長いカウ
ンターを配置し、イタリアのバールのように立位のままでも過ごすことができます。

・出勤前、昼食後、仕事終わりと、一日を通じて気軽に立ち寄れる雰囲気とします。

※イメージ図
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・小さな幼児から小学生高学年まで様々な年齢や、障がいのある子など、すべての子どもが楽しく遊べる場と
するため、幅広い遊びの場を整備します。

・芝生（草地）広場側には、遊具を中心とした「わんぱく広場」を、雑木林側には地形や樹林を活用しより自
然の中で自由に遊べる場として「わんぱく林」を整備します。

・わんぱく広場では、プレーパークの要素を取り入れた様々な遊びができます。鬼ごっこやかくれんぼ、木登
りや穴掘りなども自由に楽しめます。遊具は、子どもたちが誰とでも一緒に遊べるようにし、工夫次第で遊
び方が自由に広げられます。

・この公園では芝生広場⇔わんぱく広場⇔わんぱく林の間を、子どもたちはシームレスに行き来して遊ぶこと
ができます。

・パークセンターA棟に近い位置に屋根付き広場を設けて、その周りに幼児向けの遊び場を配置し、幼児連れ
の方が安心して子どもを見守ることができるようにします。



こだいらパークコネクトグループ



こだいらパークコネクトグループ

〇工事実施期間
令和８年５月11日から令和９年６月（予定）

〇鷹の台公園の供用開始 ※植物の養生などの理由により、すべてのエリアを一斉に供用開始できない場合があります

令和９年７月（予定）

〇鷹の台公園オープニングイベント
令和９年秋（予定）
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